
 

先生のための     「冬の経済教室」in 札幌     ― 授業に役立つ経済学 ― 

学校の授業で経済を教えるうえで役に立つ考え方や知識を学ぶ講座です。社会科の多くの先生方は経済が専門ではなく、

中には経済の授業はちょっと、、という先生方もいらっしゃるのではないでしょうか？ 

今回は、入試問題をどのように授業に生かすか、企業の社会的責任、新聞を使った授業実践を提案します。 

教育関係者、教員志望者、経済教育に関心をお持ちの方など、多くのご参加をお待ちしております。 

日時： ２０１７年１月２８日（土）  １３時００分～１７時００分              

場所： 札幌教育大学札幌駅前サテライト 

    ●sapporo55 4 階（JR 札幌駅紀伊国屋のビル 所在地：札幌市中央区北 5 条西 5 丁目 7 番地）                                                         

参加費： 無料                      

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概要：  

 

 

 

 

主催：  経済教育ネットワーク  http://www.econ-edu.net/ 

東京証券取引所 

後援：  北海道教育委員会・札幌市教育委員会 

      北海道高等学校政治経済研究会・北海道高等学校「倫理」「現代社会」研究会 

北海道社会科教育連盟・札幌市社会科教育連盟・北海道社会科教育研究会 

参加申し込み： 経済教育ネットワーク     京都分室 宛て  FAX 075-406-9107 

  所属                                  

氏名                            （ふりがなもお願いします）  

連絡先（e-mail,電話番号）                                を記入の上、この用紙を FAX 下さい。  

または  http://www.econ-edu.net/announcement/よりフォームにてお申し込みください。 

13：00～13：05  開会挨拶         篠原 総一（経済教育ネットワーク代表） 

13：05～14：05 『大学及び高校の入試問題をどのように授業に生かすか』  

西村 理（同志社大学経済学部名誉教授） 

川上 敏和（同志社大学政策学部教授） 

14：20～15：30 『経済教育における「企業の社会的責任」の教え方』  

            企業の視点から      金井 司 （三井住友信託銀行経営企画部理事・CSR 担当部長） 

    高校現場からのコメント 山崎 辰也（北海道北見北斗高等学校 教諭） 

 

15：45～16：45 『経済学習を通じて主権者を育てる：新聞を使った実践事例』    

                         河原 和之（立命館大学 講師）   

  経済教育は、経済の「仕組 

16：45～16：55  質疑応答         

16：55～17：00  閉会挨拶         川瀬 雅之（札幌旭丘高等学校） 

 

プログラム 

 

 

 

司会    野間 敏克（同志社大学政策学部教授） 

 

 

http://www.econ-edu.net/announcement/

